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Ⅰ 調査の概要 

 

１．調査の目的 

介護保険法に基づく、高齢者に関する施策及び介護保険制度の円滑な運営などを網羅した「高齢者

保健福祉計画」と「介護保険事業計画」（計画期間：令和９年度から令和１１年度）の策定にあたり、

既存データでは把握困難な高齢者の実態や意識・意向等を調査・分析するために「介護予防・日常生

活圏域ニーズ調査」「在宅介護実態調査」「介護サービス事業所等実態調査」の３種類のアンケート調

査を実施した。 

 

２．各調査の概要 

 介護予防・日常生活 

圏域ニーズ調査 
在宅介護実態調査 

介護サービス事業所等 

実態調査 

調査目的 

日常生活圏域ごとに、地

域の抱える課題の特定

（地域診断）に資するこ

となどを目的として実

施 

「高齢者等の適切な在宅

生活の継続」と「家族等

介護者の就労継続」の実

現に向けた介護サービ

スの在り方を検討する

ことを目的として実施 

介護サービス事業所の

人材の確保状況や現状

等を把握することを目

的として実施 

調査期間 

令和７年１１月１日 

～ 

令和７年１２月１９日 

令和７年１０月１日 

～ 

令和７年１月２０日 

令和７年１２月３日 

～ 

令和８年１月６日 

調査対象者 

天草市在住の要介護認

定を受けていない６５歳

以上の方 

在宅で生活をしている

要支援・要介護認定を受

けている方のうち、更新

申請・区分変更申請に伴

う認定調査を受ける（受

けた）方 

天草市の介護保険被保

険者に対する介護保険

サービスを提供されて

いる事業所 

調査方法 郵送配布・郵送回収 
認定調査員による 

ヒアリング 
オンラインアンケート 

調査数 5,000 人 - ２２７件 

有効回答数 3,435 票 420 票 212 件 

有効回答率 68.7% - 93.4％ 
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３．結果の見方 

⚫ 回答率は百分比の小数点２位を四捨五入しているので、合計が１００％にならない場合がある。 

⚫ ２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は原則として１００％を

超える。 

⚫ 数表、図表、文中に示すｎは、回答率算出上の基数（標本数）である。 

⚫ ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

⚫ 数表、図表に示す選択肢はスペースの関係で文言を短縮して表記している場合がある。 
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Ⅱ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

 

回答結果を基に「運動」「転倒」「閉じこもり」「低栄養」「口腔機能」「認知機能」「うつ」「IADL」の

リスク判定を行った。 

 

１．運動器 

以下の設問のうち３問以上、該当する選択肢が回答された場合に、運動器機能が低下していると判

定している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動器機能の低下に該当している人の割合は、２０.５％となっている。 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問2 （1） 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っているか 3.できない

問2 （2）
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
がっているか

3.できない

問2 （3） 15分位続けて歩いているか 3.できない

問2 （4） 過去１年間に転んだ経験があるか
１．何度もある
2．１度ある

問2 （5） 転倒に対する不安は大きいか
1．とても不安である
2．やや不安である

設問番号

20.5 75.0 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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２．転倒 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に、転倒リスクがあると判定している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

転倒リスクのある高齢者に該当している人の割合は、３５.０％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問2 （4） 過去１年間に転んだ経験があるか
1．何度もある
2．１度ある

設問番号

35.0 63.6 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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３．閉じこもり 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に、閉じこもり傾向にあると判定している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

閉じこもり傾向に該当している人の割合は、２１.９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問2 （6） 週に１回以上は外出しているか
１．ほとんど外出しない
2．週１回

設問番号

21.9 76.8 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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４．低栄養 

身長・体重から算出されるＢＭＩ（体重（ｋｇ）÷｛身長（ｍ）×身長（ｍ）｝）が１８．５以下で、

問３（７）の設問において、該当する選択肢が回答された場合に、低栄養状態にあると判定している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

低栄養状態に該当している人の割合は、１.５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問3 （1） 身長・体重
（　　）　cm
（　　）　ｋｇ

問3 （7） ６か月間で２～３kg以上の体重減少があったか １．はい

設問番号

1.5

93.0 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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５．口腔機能 

以下の設問のうち２問以上、該当する選択肢が回答された場合に、口腔機能が低下していると判定

している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口腔機能の低下に該当している人の割合は、２６.２％となっている。 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問3 （2） 半年前に比べて固いものが食べにくくなったか １．はい

問3 （3） お茶や汁物等でむせることがあるか １．はい

問3 （4） 口の渇きが気になるか １．はい

設問番号

26.2 71.0 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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６．認知機能 

以下の設問で、該当する選択肢が回答された場合に、認知機能が低下していると判定している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

認知機能の低下に該当している人の割合は、３９.９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問4 （1） 物忘れが多いと感じるか １．はい

設問番号

39.9 57.8 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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７．うつ 

以下の設問でいずれか１問でも、該当する選択肢が回答された場合に、うつ傾向にあると判定して

いる。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

うつ傾向ありに該当している人の割合は、３３.９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問8 （3） ゆううつな気持ちになったりすることがある １．はい

問8 （4） 心から楽しめない感じがよくある １．はい

設問番号

33.9 62.2 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

該当 非該当 無回答
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８．IADL 

以下の設問で、該当する選択肢が５つ回答された場合に、ＩＡＤＬが「高い」と判定し、４つ回答

された場合は「やや低い」、３つ以下の場合は「低い」と判定している。 

 

＜判定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＡＤＬ（手段的自立度）において「低い：０～３点」に該当している人の割合は、８.３％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 該当する選択肢

問4 （4） バスや電車を使って一人で外出しているか

問4 （5） 自分で食品・日用品の買い物をしているか

問4 （6） 自分で食事の用意をしているか

問4 （7） 自分で請求書の支払いをしているか

問4 （8） 自分で預貯金の出し入れをしているか

設問番号

「1.できるし、している」
または
「2.できるけど、していない」

78.4 9.8 8.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=3,435

高い やや低い 低い 無回答
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９．日常生活圏域毎の各種判定結果 

８つのリスク状況（リスクあり）を市全体の結果と日常生活圏域毎に比較を行った。 

 

① 本渡エリア（本渡南、本渡北、本渡稜南、本渡東） 

 

＜本渡南＞ ＜本渡北＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本渡稜南＞ ＜本渡東＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.5
35.0

21.9

1.5

26.239.9

33.9

18.0
13.7

27.4

16.0

1.9

22.4
39.5

39.5

17.1

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

本渡南

（ｎ＝263）

20.5 35.0

21.9

1.5

26.239.9

33.9

18.0
17.0

34.8

15.1

2.2

26.041.9

35.3

18.4

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

本渡北

（ｎ＝365）

20.5 35.0

21.9

1.5

26.2

39.9

33.9

18.0
15.3

29.4

20.8

2.4

20.4

37.3

35.3

15.3

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

本渡稜南

（ｎ＝255）

20.5

35.0

21.9

1.5

26.2

39.9

33.9

18.0
16.5

37.3

15.6

2.8

27.8
39.2

36.8

16.5

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

本渡東

（ｎ＝212）
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② 牛深エリア（牛深東、牛深西、牛深南） 

 

＜牛深東＞ ＜牛深西＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜牛深南＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.5 35.0

21.9
1.5

26.239.9

33.9

18.0
16.4 34.3

19.9

2.5

31.3

40.3

30.3

15.9

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

牛深東

（ｎ＝201）

20.5
35.0

21.9

1.5

26.2

39.9

33.9

18.0

25.7

30.7

17.1

1.2

30.7
38.9

33.1

18.7

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

牛深南

（ｎ＝257）

20.5
35.0

21.91.5

26.2

39.9

33.9

18.0

24.2
33.9

34.7

0.8

29.035.5

36.3

19.4

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

牛深西

（ｎ＝124）
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③ 有明エリア 

 

＜有明＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 御所浦エリア 

 

＜御所浦＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.5 35.0

21.9

1.5

26.2

39.9

33.9

18.0
21.2 33.9

22.4

2.0

18.8
37.6

33.9

19.2

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

有明

（ｎ＝245）

20.5 35.0

21.9

1.5

26.2
39.9

33.9

18.0

28.3

36.7

27.7

0.6

32.5

43.4

38.6

15.1

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

御所浦

（ｎ＝166）
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⑤ 倉岳エリア 

 

＜倉岳＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 栖本エリア 

 

＜栖本＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.5

35.0

21.9
1.5

26.2
39.9

33.9

18.0

27.0

46.1

23.6

0.6

36.0
46.6

34.8

23.6

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

倉岳

（ｎ＝178）

20.5
35.0

21.9

1.5

26.2
39.9

33.9

18.0

22.4
46.2

26.3

0.6

26.9

45.5

34.6

23.1

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

栖本

（ｎ＝156）
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⑦ 新和エリア 

 

＜新和＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 五和エリア（五和東、五和西） 

 

＜五和東＞ ＜五和西＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.5 35.0

21.9
1.5

26.2

39.9

33.9

18.0
16.1 35.1

22.7

2.8

25.1
38.9

30.8

16.1

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

五和東

（ｎ＝211）

20.5

35.0

21.9

1.5

26.2

39.9

33.9

18.0

19.4

32.7

16.1

-

21.7

37.3

24.4

21.2

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

五和西

（ｎ＝217）

20.5
35.0

21.9
1.5

26.2

39.9

33.9

18.0

25.4 40.9

23.2

-

28.7
39.2

32.0

22.7

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

新和

（ｎ＝181）
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⑨ 天草エリア 

 

＜天草＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 河浦エリア 

 

＜河浦＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.5
35.0

21.9
1.5

26.2

39.9

33.9

18.0

22.1

32.6

36.6

1.2

26.2

39.5

29.1

14.5

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

天草

（ｎ＝172）

20.5
35.0

21.91.5

26.239.9

33.9

18.0

26.0

37.7

30.7

1.3

23.839.4

35.5

14.3

0

10

20

30

40

50
運動器機能の低下

転倒リスク

閉じこもり傾向

低栄養状態

口腔機能の低下

認知機能の低下

うつ傾向

IADLの低下

市全体

（ｎ＝3,435）

河浦

（ｎ＝231）
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Ⅲ 在宅介護実態調査 

 

１．介護の状況 

① 家族等による介護の頻度 

「ほぼ毎日」の割合が最も高く 59.3%となっている。次いで、「ない（12.4%）」、「週 1～2 日

（12.1%）」となっている。 

 

【設問内容】 

問２ ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居していない子ども

や親族等からの介護を含む）（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.4% 9.0% 12.1% 3.8% 59.3% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=420)

ない 週1日以下 週1～2日 週3～4日 ほぼ毎日 無回答
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② 主な介護者の本人との関係 

「子」の割合が最も高く 51.1%となっている。次いで、「配偶者（25.5%）」、「子の配偶者（9.5%）」

となっている。 

 

【設問内容】 

問３ 主な介護者の方は、どなたですか（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 主な介護者の年齢 

「60 代」の割合が最も高く 31.8%となっている。次いで、「50 代（21.7%）」、「70 代（19.0%）」

となっている。 

 

【設問内容】 

問５ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 

 

  

25.5%

51.1%

9.5%

0.8%

6.3%

5.2%

1.6%

0% 20% 40% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

合計(n=368)

0.3%

0.3%

1.1%

4.9%

21.7%

31.8%

19.0%

17.7%

1.4%

1.9%

0% 20% 40%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

合計(n=368)
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④ 主な介護者が行っている介護 

「その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）」の割合が最も高く 82.3%となっている。次いで、

「外出の付き添い、送迎等（74.7%）」、「金銭管理や生活面に必要な諸手続き（69.0%）」となっ

ている。 

 

【設問内容】 

問６ 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

  

18.8%

17.7%

11.7%

14.7%

17.7%

26.1%

16.3%

74.7%

50.8%

28.8%

3.5%

68.8%

82.3%

69.0%

1.4%

0.3%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

合計(n=368)
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２．介護のための離職 

「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」の割合が最も高く 80.2%となっている。次い

で、「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）（3.3%）」、「わからない（2.4%）」となっている。 

 

【設問内容】 

問７ ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過去 1 年の

間に仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤務形態は問いません）

（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3%

0.5%

0.8%

0.3%

80.2%

2.4%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞め

た（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はい

ない

わからない

無回答

合計(n=368)
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３．在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス 

「特になし」の割合が最も高く 46.2%となっている。次いで、「外出同行（通院、買い物など）

（16.9%）」、「配食（15.2%）」、「掃除・洗濯（15.2%）」となっている。 

 

【設問内容】 

問９ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる充

実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください（複数選択可）※介護保険

サービス、介護保険以外の支援・サービスともに含みます。 

 

 

 

  
15.2%

11.7%

15.2%

10.5%

11.7%

16.9%

11.0%

11.4%

6.2%

3.1%

46.2%

7.1%

0% 20% 40% 60%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉    等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

合計(n=420)
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４．施設等検討の状況 

「検討していない」の割合が最も高く 72.4%となっている。次いで、「検討中（20.2%）」、「申請済

み（4.0%）」となっている。 

 

【設問内容】 

問 10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください（１つを選択）

※「施設等」とは、特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設、特定施設（有料

老人ホーム等）、グループホーム、地域密着型特定施設、地域密着型特別養護老人ホームを指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.4% 20.2% 4.0%3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=420)

検討していない 検討中 申請済み 無回答
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５．今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護 

「認知症状への対応」の割合が最も高く 35.6%となっている。次いで、「夜間の排泄（27.2%）」、

「入浴・洗身（25.8%）」となっている。 

 

【設問内容】 

問５ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、

ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.9%

27.2%

7.6%

25.8%

4.1%

3.5%

14.7%

20.7%

14.4%

35.6%

1.4%

13.6%

9.2%

7.9%

1.1%

10.3%

3.8%

2.2%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

合計(n=368)
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Ⅳ 介護サービス事業所等実態調査 

 

１．提供サービスの種類 

「通所介護※地域密着型を含む」が２２.２％、「居宅介護支援事業所」が２１.２％、「介護老人福

祉施設※地域密着型を含む」が１０.８％となっている。 

 

【設問内容】 

問１ 貴事業所で提供しているサービス（予防給付含む）は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

  

22.2

21.2

10.8

9.4

7.5

7.5

6.6

5.7

4.7

3.8

2.8

2.8

2.4

2.4

2.4

2.4

1.9

1.4

0.9

0.9

4.7

0% 10% 20% 30%

通所介護

※地域密着型を含む

居宅介護支援事業所

介護老人福祉施設

※地域密着型を含む

訪問介護

訪問看護

短期入所生活介護

認知症対応型共同生活介護

通所リハビリテーション

小規模多機能型居宅介護

福祉用具貸与・

特定福祉用具販売

短期入所療養介護

地域包括支援センター

訪問リハビリテーション

介護老人保健施設

介護医療院

認知症対応型通所介護

住宅改修

特定施設入居者生活介護

（養護老人ホーム）

訪問入浴介護

居宅療養管理指導

その他

全体

ｎ＝212
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２．事業所運営の課題 

「人材の確保が難しい」が６２.７％と最も高く、次いで「事務作業が増加している」が３４.９％、

「人材育成が難しい」が３３.５％の順となっている。 

 

【設問内容】 

問５ 貴事業所の運営に関して現在、困難を感じることは何ですか。（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.7

34.9

33.5

32.1

28.8

23.6

14.6

4.2

0.5

1.9

4.7

0% 20% 40% 60% 80%

人材の確保が難しい

事務作業が増加している

人材育成が難しい

介護報酬が

実態にそぐわない

利用者の継続的な確保が難しい

経営経費・活動資金が

不足している

施設・設備の改善が難しい

利用者や家族の制度に対する

理解が進んでいない

行政機関等との連携を

取ることが難しい

その他

特になし

全体

ｎ＝212
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３．人材確保の状況 

① 職種別介護人材の確保状況 

「確保できている」の割合が高いのは、「（１）介護職員（ヘルパー含む）」の５２.８％で、次

いで「（２）看護職員」の４９.５％、「（４）介護支援専門員」の４６.２％となっている。 

 

【設問内容】 

問７ 貴事業所における職種別介護人材の確保状況は次のうちどれにあてはまりますか。（そ

れぞれの職種で１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「確保できている」＝「確保できている」＋「概ね確保できている」 

 「確保できていない」＝「あまり確保できていない」＋「確保できていない」 

 

 

 

 

 

 

  

52.8

49.5

41.5

46.2

22.2

23.6

17.9

23.1

5.2

11.3

9.0

11.3

29.2

27.4

53.3

42.5

68.9

65.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）介護職員(ヘルパー含む)

（ｎ＝212）

（２）看護職員

（ｎ＝212）

（３）生活相談員

（ｎ＝212）

（４）介護支援専門員

（ｎ＝212）

（５）PT・OT・ST等

（ｎ＝212）

（６）その他

（ｎ＝212）

確保できている 確保できていない 当該職種の職員はいない 無回答
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②-1 「確保できていない」理由 

「採用が困難である」が８０.７％と最も高く、次いで「離職率が高い（定着率が低い）」「そ

の他」が１７.０％、「事業拡大によって必要人数が増大した」が１.１％の順となっている。 

 

【設問内容】 

問７－１ 問７において「あまり確保できていない」「確保できていない」を選んだ理由は次のう

ちどれにあてはまりますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-2 「採用が困難である」理由 

「介護業界に人材が集まらない」が８１.７％と最も高く、次いで「他産業に比べて、労働条

件等が良くない」が４３.７％、「同業他社との人材獲得競争が激しい」が３６.６％の順となって

いる。 

 

【設問内容】 

問７－２ 問７－１において「採用が困難である」を選んだ事業所にお尋ねします。その原因は

何にあるとお考えですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

  

80.7

17.0

1.1

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

採用が困難である

離職率が高い

（定着率が低い）

事業拡大によって必要人数が

増大した

その他
全体

ｎ＝88

81.7

43.7

36.6

9.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護業界に人材が集まらない

他産業に比べて、

労働条件等が良くない

同業他社との

人材獲得競争が激しい

その他

分からない
全体

ｎ＝71
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４．人材定着のための取り組み 

「賃金・労働時間等の労働条件の改善」が５７.５％と最も高く、次いで「従業員の資格取得やス

キル向上のための研修参加の推奨」が５１.４％、「希望する労働時間の設定」が４６.７％の順となっ

ている。 

 

【設問内容】 

問１０ 人材を定着させるために取り組んでいることは何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.5

51.4

46.7

39.6

38.2

34.9

24.5

22.6

16.5

1.4

11.8

0% 20% 40% 60% 80%

賃金・労働時間等の労働条件の改善

従業員の資格取得やスキル向上の

ための研修参加の推奨

希望する労働時間の設定

キャリアに応じた給与体系の整備

資格・能力や仕事ぶりを評価し、

配置や処遇への反映

非正規従業員から正規従業員への

登用の機会設定

介護ロボット、ICT 等の導入

休憩室や談話室の設置など

職場環境の整備

外国籍労働者の雇用

その他

特になし

全体

ｎ＝212
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５．外国籍労働者について 

① 外国籍労働者の有無 

「予定はなく検討もしていない」が７２.２％と最も高く、次いで「いる」が１６.５％、「予定

はないが検討している」が８.０％の順となっている。 

 

【設問内容】 

問１３ 貴事業所には、介護の仕事をしている外国籍労働者はいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 外国籍労働者の活用に対する考え方 

「労働力の確保ができる」が５１.４％と最も高く、次いで「人件費以外に様々なコストがか

かる」が４１.０％、「利用者等との意思疎通において不安がある」が３８.２％の順となっている。 

 

【設問内容】 

問１２ 外国籍労働者の活用について、どのように思われますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.5

3.3

8.0 72.2 0.0
全体

ｎ＝212

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる 現在はいないが予定している

予定はないが検討している 予定はなく検討もしていない

無回答

51.4

41.0

38.2

36.3

33

30.2

29.2

26.4

25.5

23.1

17.0

16.0

10.8

4.7

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

労働力の確保ができる

人件費以外に様々なコストがかかる

利用者等との意思疎通において不安がある

できる仕事に限りがある（介護記録、電話等）

生活、習慣等の違いに戸惑いがある

コミュニケーションがとりにくい

職場に活気がでる（と思う）

長期的な雇用につながりにくい

業務が軽減される

事業所のルールが理解できるか不安

業務の見直しができる

利用者が喜んでいる（喜ぶと思う）

利用者の理解が得られにくい

職員の理解が得られにくい

その他

全体

ｎ＝212
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６．介護分野における生産性向上の取り組み 

「活用している」の割合が高いのは、「（２）ＩＣＴ等テクノロジーの導入について」の４４.８％

で、次いで「（１）介護ロボット・センサーの活用について」の２９.２％、「（３）業務改善（生産性

向上支援ツール等）について」の２４.１％となっている。 

 

【設問内容】 

問１４ 今後も高齢化に伴い介護サービスの需要は高まる反面、少子化にともなう人材確保は

課題であります。国が推奨している下記の対策等について現在の状況に該当するものを選ん

でください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.2

44.8

24.1

18.4

12.3

15.6

27.4

51.9

27.8

33.0

55.2

27.8

24.1

53.8

54.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）介護ロボット・センサー

の活用について（ｎ＝212）

（２）ICT等テクノロジーの

導入について（ｎ＝212）

（３）業務改善（生産性向上支援

ツール等）について（ｎ＝212）

（４）シニア世代の介護助

手等の育成活用（ｎ＝212）

（５）介護ボランティア等の活用

（ｎ＝212）

活用している 検討中 活用なし 無回答


